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第１０回高富町・伊自良村・美山町合併協議会 

 

開 催 年 月 日  平成１４年６月３日（月） 

開 催 場 所  高富町役場庁舎３階大会議室 

合併協議会委員定数  ２５名 

開 会  午後１時３０分 

閉 会  午後３時０７分 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会出席者 

 会長職務代理  矢  口  貢  男 

 委    員  村  橋  忠  夫       久 保 田  ・（ひとし） 

         渡  辺  政  勝       武  山  和  行 

         藤  岡     功       杉  田  實  男 

         平  野     元       三  井  怜  子 

         髙  橋     稔       横  山  善  道 

         川  島  清  夫       山  崎  雄  作 

         舩  戸  繁  俊       上  野  政  幸 

         棚  橋  壽  子       長  屋     孝 

         大  西  克  巳       小  森  英  明 

         河  口     衛       高  瀬     茂 

         花  村     進       石  神  み ち 子 

         坂     正  光 

                                   以上２４名 

 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会欠席者 

         山  崎     通       平  光  節  夫 

         山  田  忠  雄 

以上 ３名 
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高富町・伊自良村・美山町合併協議会幹事会 

 幹 事 長  横  山  久  生 

 副 幹 事 長       宇  野  敏  勝       田  垣  隆  司 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会総務専門部会 

 専 門 部 会 長          舩  戸  時  夫 

 企画財政分科会長  嶋  井     勉 

 企画財政副分科会長  三  輪  隆  博 

 一般管理分科会長  長  屋  義  明 

行政一般分科会長  鷲  見  奉  子 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会厚生専門部会 

 専 門 部 会 長          舩  戸  貞  雄 

 住民行政分科会長  田  原     修 

 環 境 分 科 会 長  梅  田  勇  人 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会事務局 

 事 務 局 長       酒  向     隆 

 事務局職員  上  野  達  也       久 保 田  裕  司 

        安  川  英  明       土  田  浩  司 

 

議事日程 

 １ 開会 

 ２ あいさつ 

 ３ 新委員委嘱 

 ４ 議題 

    報告事項 

     報告第１９号 第７回新市名称候補選定小委員会報告について 

    承認事項 

     承認第１号 平成１３年度高富町・伊自良村・美山町合併協議会決算について 

    協議事項 

     協議第８号  新市の名称について（継続協議） 

     協議第１７号 公共的団体等の取扱いについて（継続協議） 
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     協議第２２号 （仮称）新市まちづくり計画について（継続協議） 

     協議第２８号 議会の議員の定数及び任期の取扱いについて（継続協議） 

     協議第３１号 防災関係事業の取扱いについて 

     協議第３２号 地域情報化関係事業の取扱いについて 

     協議第３３号 国民健康保険事業の取扱いについて 

     協議第３４号 保健・環境関係事業②の取扱いについて 

     協議第３５号 公共施設の名称等の取扱いについて 

    確認事項 

     第１１回合併協議会開催日程等について 

 ５ その他 

 ６ 閉会 
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○事務局長 開会前に断りしておきます。 

 今日のご出席の関係ですけれども、顧問の山田県議会議員におかれましては、県議会の

農林商工委員会の関係でご欠席でございます。それから、平光委員におかれましては、本

巣南部合併協議会と時間が重なっているということで、そちらにご出席でございますの

で、ご欠席でございます。 

それでは、時間どおりに始めたいと思いますので、しばらくお待ちください。 

              午後１時３０分 開会 

○事務局長 大変お待たせいたしました。 

 ただいまから第１０回高富町・伊自良村・美山町合併協議会を開催いたします。 

 開会に当たりまして、会長職務代理者であります副会長の矢口美山町長よりごあいさつ

を申し上げます。 

○副会長 皆さんこんにちは。今日は合併協議会の第１０回を開催させていただきまし

て、外では天候のいい中でありますけれども、皆さん方には何かとご都合のある中出席を

いただきまして、誠にありがとうございます。 

 先般は副会長として司会進行させていただきました。今日は職務代理ということでござ

います。委員の皆様方の格別なご協力をよろしくお願いいたしまして、早速協議に入りた

いと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

○事務局長 大変申し訳ございません。先ほどご欠席の方のご紹介をする中で、会長の山

崎高富町長は、先に報道されておりますとおり、出席することができませんので、お断り

を申し上げます。 

 それでは、今回委員さんが交代されておりますので、ここで新しく委員になられました

方に対しまして、委嘱状の交付をさせていただきます。先般の伊自良村議会で議長が上野

さんから髙橋さんに交代されておりますので、髙橋議長に委員に就任していただきます。

会長職務代理者が新しく委員になられました方のお席の前まで出向いて委嘱状を直接お渡

しいたしますので、よろしくお願いいたします。 

              新委員に委嘱状の交付 

○事務局長 それでは、新しく就任されました髙橋委員さん、一言ごあいさつをいただけ

ますでしょうか。 

○委員（髙橋 稔君） 伊自良村議会の議長交替がございまして、上野さんから私という

ことで、ただいま委嘱状をいただきまして、責任の重さを感じておる訳でございますが、
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皆様とともにご協力とご指導を賜りながら委員を務めさせていただきますので、よろしく

お願いをいたします。 

○事務局長 ありがとうございました。 

 それでは、本日の会議時間は概ね３時半まで、２時間程度ということを目安にしており

ますので、委員の皆様のご協力の程、お願いいたします。 

 早速ですけれども、議事に入らせていただきます。議長につきましては、職務代理者で

ある矢口副会長にお願いをいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長 それでは、早速ではございますが、議事に入りたいと思います。 

 報告事項につきまして、報告第１９号第７回新市名称候補選定小委員会報告について、

小委員会の平野委員長からご報告をお願いします。 

○小委員会委員長 それでは、第７回の新市名称候補選定小委員会につきまして、ご報告

申し上げます。 

 去る５月２１日火曜日に小委員会を開催しました。今回は、新市の名称の選定に当たり

まして、地名に関して歴史的背景などを検討するということになっておりまして、岐阜女

子大学の丸山幸太郎先生にお願いして講義を受けた後、協議をいたしました。報告第１９

にございますように、合併協議会に提案する名称候補については、委員の皆さんから真剣

な協議、選定を行っていただきまして、その結果、次のページに掲げます新市名称候補を

選定させていただきました。これにつきましては、各委員の方には、前もってご連絡を申

し上げまして、事務局の方から名称を出させていただいておりますので、予めご承知おき

と思いますが、岐山、北岐阜、ぎふ山県、岐北、新山県、富自美、みの山県、美濃やまが

た、美濃山県、山県ということで、１０の候補を選定した訳でございます。先日記者発表

を行いまして、新聞報道もなされておりますが、今日の第１０回協議会の方へ報告させて

いただいて、今後協議会の方でいろいろご審議を賜って、名称を決定していただくことに

なりますが、よろしくお願いします。 

 以上、簡単でございますが、報告させていただきます。 

○議長 ありがとうございました。ただいま平野委員長から報告がございました件につき

まして、何かご質問、ご意見などございましたら、お受けしたいと思います。何かござい

ませんか。 

                  暫時後 

 特にご質問もご意見もないようでございますので、新市の名称につきましては、後ほど
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協議をいたします。 

 続きまして、承認事項に入らせていただきます。承認第１号の平成１３年度高富町・伊

自良村・美山町合併協議会決算について、事務局から説明をいたします。 

○事務局長 それでは、説明させていただきます。 

 承認１と付してあります平成１３年度合併協議会会計歳入歳出決算書としてあるものを

ご覧ください。座ってご説明をさせていただきます。 

 １枚おめくりをいただきますと、決算審査意見書ということになっておりまして、監査

委員名で決算審査意見書をいただいております。もう一枚めくっていただきますと、協議

会規約第１７条によりまして、協議会の出納の監査は会長の属する町村の監査委員に委嘱

して行うということになっておりますので、高富町の監査委員にお願いをいたしまして審

査をしていただいております。それから、委嘱を受けた監査委員は、監査の結果を会長に

報告しなければならないとしておりますので、当該ページ、５月２４日付の報告書をいた

だいております。この報告書によりますと、決算の意見審査についてということで、合併

協議会財務規程第１０条の規定による審査に付された平成１３年度合併協議会歳入歳出決

算について審査した結果、次のとおり意見を提出しますとしておりまして、財務規程第１

０条は「会長は、毎会計年度終了後、３カ月以内に協議会の決算を調製し、協議会の監査

委員により監査に付した後、協議会の承認を得なければならない。」ということで、この

監査委員の意見をいただいております。先にこちらからご説明します。３ページの方を見

ていただきますと、平成１３年度の合併協議会の会計歳入歳出決算書について、５月２４

日に審査をしていただきました。第４の審査結果をご覧いただきますと、審査に付された

平成１３年度高富町・伊自良村・美山町合併協議会会計歳入歳出決算書、同事項別明細

書、実質収支に関する調書は、いずれも高富町・伊自良村・美山町合併協議会財務規程に

準拠して作成され、計数は関係諸帳簿と符合し、かつ正確であることを認めたということ

で、決算については何ら問題ないというご意見をいただいております。 

４ページからご覧いただきますと、歳入歳出決算の概数が入っておりますが、まず歳

入の合計でございますけれども、現計予算３，２００万円に対しまして、調定額が２，５

３４万７，８７２円、収入済額も同額でございまして、不納欠損額、収入未済額はござい

ません。次のページをご覧ください。予算現額３，２００万円に対しまして、歳出でござ

いますけれども、２，５３４万７，５６９円ということで、不用額が６６５万２，４３１

円となっておりますけれども、一番下の欄外を見ていただきますと、歳入歳出差し引き残
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額は３０３円ということで、うち基金繰入額はなしということになっております。 

 歳入歳出のそれぞれについて簡単にご説明申し上げます。 

 ９ページ、１０ページをご覧ください。歳入は主に３町村からの負担金で賄っておりま

す。内訳については、備考欄に記してあるとおりでございますけれども、まず負担金を

２，２８４万６，０００円頂戴しております。それから、諸収入といたしまして、預金利

子が１，８７２円、それから県から合併協議会支援交付金という形で２５０万円をいただ

いております。合わせまして、先程申しましたように２，５３４万７，８７２円というこ

とになっております。 

 歳出につきましては、多額の不用額が出ておりますものについて、まずご説明申し上げ

た上で、合併協議会の事業成果というものについて簡単にご説明申し上げたいと思いま

す。多額の不用額が出ておりますのは、職員手当等で２７０万円弱の時間外勤務手当で不

用額が出ておりますが、これについては、節減に努めまして、なるべく時間外勤務をやら

ないようにしまして節減に努めた結果、これだけの不用額が出ております。事業費の事業

推進費でございますけれども、役務費で８６万５，８２０円の不用額が出ておりますが、

これにつきましては前にもご説明申し上げたとおり、住民意識調査のアンケートにつきま

して、郵送料による発送を予定しておりましたが、自治会等のご協力により、送料がかか

らなかったということで、不用額が出ております。その他、当然これは町村からの負担金

で賄われておるものでございますので、なるべく節減に努めました結果、比較的多額でご

ざいますけれども、不用額が出ておりますので、これはすべて基本的には負担金をいただ

いておる町村にそのままお返しするという方針でこういう結論になっております。平成１

３年度でございますけれども、皆様ご承知のとおり、合併協議会そのものは７回を開催し

ておりますし、小委員会につきましても名称に関しては４回開催しております。その他、

幹事会、専門部会等は随時開催しておりますし、皆様にご協力いただきました先進地視察

につきましても、平成１３年１２月４日から５日にかけまして、香川県と兵庫県に参った

ところでございます。その他、機関誌の発行、ホームページの開設・運営等など、情報提

供にも努力しておりますし、委託といたしまして、今日も議題になっておりますけれど

も、新市将来構想の策定業務、それから事務事業の調査、電算システムの関係の調査、そ

れから工事委託といたしまして、事務局室の設置と改修工事ということで、これらの事業

を行っておりまして、以上のような結果が歳出に現れておるところでございます。以上で

ございます。 
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○議長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました承認第１号の平成１３年度高富町・伊自良

村・美山町合併協議会決算につきまして、何かご質問、ご意見などがございましたらお受

けしたいと思います。何かございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長 ご意見もないようでございますので、平成１３年度高富町・伊自良村・美山町合

併協議会決算は原案のとおり承認させていただくということでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 ありがとうございました。異議なしということで、承認第１号の平成１３年度高

富町・伊自良村・美山町合併協議会決算については原案のとおり承認されました。 

 続きまして、協議事項に入らせていただきます。 

 先ほど小委員会からのご報告もございましたが、継続協議となっております協議第８号

の新市の名称についてのご協議をお願いいたします。これについてご質問、ご意見がござ

いましたら発言をお願いいたします。何かございませんか。 

○委員 ちょっと風邪ぎみでございまして、声をからしておりますので、お許しを願いた

いと思います。 

 小委員会で４，００２の中から１０の新市名を選考していただきまして、大変ご苦労さ

んでございました。これについて、１０を選ばれた後、１つに絞るのは、今日決めるの

か、これはいつ決めるわけですか。 

○議長 事務局からお答えします。 

○事務局長 決めていくスケジュールということですか。 

○委員 そうです。 

○事務局長 これにつきましては、まだこの１０個をどうやって絞り込んでいくかという

ところから始まりまして、必ずしもいつまでにといいますか、この日までというふうには

まだスケジュールが組まれておりません。どちらにいたしましても、今日初めて提案され

たところですので、どのような形で絞っていったらいいかという皆さんのご意見によりま

して、スケジュールも実際決まってくるというふうに思っております。 

○議長 他にございませんか。 

                  暫時後 

 それでは、ご意見もないようでございますので、新市の名称につきましては、継続協議
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にしたいと思いますが、それでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 ありがとうございました。異議なしということで、協議第８号の新市の名称につ

きましては、継続協議といたします。 

 続きまして、同じく継続協議となっております協議第１７号の公共的団体等の取扱いに

ついてのご協議をお願いいたします。事務局から説明をいたします。 

○事務局長 これは土地開発公社につきまして、理事会あるいは理事会のメンバーに今回

の調整方針についてきちんと説明をした上で、協議会に諮るべきというご意見がございま

して、皆様ご賛同いただきましたので、各町村に持って帰りまして、土地開発公社の事務

局から理事会あるいは理事会のメンバーにご説明した上で、また再度この同一の調整方針

で諮らせていただくものでございます。 

 調整方針案を改めて読ませていただきます。伊自良村土地開発公社及び美山町土地開発

公社については、高富町土地開発公社に債権を譲渡し債務を引き継ぎ、合併の前日までに

解散するものとする。高富町土地開発公社については、伊自良村土地開発公社及び美山町

土地開発公社の債権を譲渡し債務を引き受け、新市における土地開発公社とするというこ

とになっております。以上です。 

○議長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第１７号の公共的団体等の取扱いにつ

いてご質問、ご意見等がございましたら発言をお願いいたします。 

○委員 この土地開発公社の合併についてということですけれども、実はこれは大桑地内

で椿野苑を建てた後、残地の方を３カ町村で購入をしようという形になっていた、これは

いわゆる高富町の土地開発公社が代弁をしたという形だろうと思うんですが、当初の計画

はまるごと福祉健康村という名前でスタートしたように私は思う訳ですが、また途中から

地球環境村という名前で地元の大桑地域ですか、それの方へ高富町の幹部の方が説明に回

っておられたようなことも聞いておりますし、その後、大桑の住民の方々がこの地球環境

村は余りふさわしくないということで、反対運動をなされたということも聞いておるんで

すが、いわゆる福祉健康村から地球環境村に変わった経緯をちょっと説明していただきた

いと思うんです。よろしくお願いします 

○議長 事務局からお答えをいたします。 

○事務局長 合併協議会事務局は、この事業そのものの経緯についてご説明する立場では
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ないとは思いますけれども、今の段階ではまだあくまでもまるごと福祉健康村構想拠点整

備事業の用地という位置付けはそのままでございまして、地球環境村については、あくま

でも地元に対して何らかの働きかけが行われているということらしいんでございますけれ

ども、事業決定がされているということではなくて、地元との話し合いが進められている

というふうに聞いております。 

○議長 はい、長屋委員よろしいかな。 

○委員 私はいいとは言いませんけども。 

○議長 他に何かございませんか。 

                  暫時後 

 それでは、ご意見もないようでございますので、協議第１７号公共的団体等の取扱いに

つきましては、原案のとおり承認させていただくこととしてよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしということで、協議第１７号の公共的団体等の取扱いにつきましては、

原案のとおり承認されました。 

 続きまして、同じく継続協議となっております協議第２８号の議会の議員の定数及び任

期の取扱いについてのご協議をお願いいたします。これにつきましてご質問、ご意見ござ

いましたら発言をお願いいたします。 

                  暫時後 

○委員 この前、第１回目の協議をされました時と同じ意見なんですけれども、本協議会

の中で小委員会を設置して、この議員の任期、定数については協議をしていただきたいと

思いますので、提案させていただきます。 

暫時後 

○議長 それでは、武山委員から小委員会をつくって協議したらと、こういう発言がござ

いましたが、そういうふうにさせていただいてよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 それでは、ただいまの議員定数及び任期の取扱いについては、小委員会を設置し

て協議をいただきます。よろしくお願いをいたします。 

 引き続きまして、小委員会の委員の構成はどういう方々にお願いをしたらいいか、ご意

見ございましたらお願いをいたします。 

○委員 私どもは議会でもいろいろ論議をしてまいりました。私ども議員の身分保障、い
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わゆる議会の任期と定数等につきましては、できれば議員を除いた学識経験者で構成をし

てもらえるといいかなと、そんな希望を持っておりますので、ひとつお願いいたします。 

○委員 私ども美山町議会で特別委員会も設置しておりますので、ある程度筋書きをしい

たところでございますけれども、何せ議会議員ということにつきまして、私は現職でござ

いますので、とやかく言うことはしませんが、これは私たちが代表者である、いわゆる任

期中に補選に出てこられる方々のためにも、我々議員も参画して小委員会の中へ入った方

がいいんじゃないかと、こんなことを思っておりますので、ひとつよろしくお願いしたい

と思います。 

○委員 どの機関で協議するかという前に、私ひとつ提案というようなことになるかとは

思いますけれども、この議員の任期と、それから定数、選挙区、この３つを協議というよ

うなことになっておると思っておりますが、この任期と、それからあと２つを分けて、ま

ずこの任期だけをその小委員会で協議をしていただいたらどうかと。と申しますのは、任

期によっては定数に関連性があるんじゃないかなということを私なりに思ったもんで、ま

ず別に議員さんの任期だけを小委員会の人で協議をしていただくというふうにしていただ

けたらと思いますが、いかがですか。 

○委員 伊自良村の方でも、それぞれ特別委員会等あるいは議員さん等もいろいろと協議

というものを重ねてまいった訳でございますけど、基本的にはやはり小委員会をつくっ

て、その中で検討していただきたいと。できましたら、その小委員会の中でやはり議会の

いろんな運営上のこともあるんだろうという中から、やはり議会の方も当然その中に入っ

て協議をしていくのが妥当ではないかなということだと思いますので、そういうようなと

ころ、できましたら小委員会の中にその辺のことを含めて、今後ともやはり理解をし合っ

た中で協議をしていくと。全員の方のそういう声といいますか、そういうものが反映され

るということが一番妥当ではないかなというようなことを思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

○委員 多分伊自良村さん、それから美山町さん、高富町、それぞれ今お聞きのとおり

で、多少分かれておりますが、事務局で一遍この辺をご検討いただいて、それから他にも

例があると思いますが、その辺も一遍よくご調査をいただいて、議員を入れるのがいいの

かどうか、そこら辺もよく検討していただいて、この小委員会の構成を一遍考えてもらえ

たらと思いますが、どうも今のやりとりでは、この場では決まりそうにないような気がい

たしますので、その辺について、よろしくお願いします。 
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○委員 先ほど私は分けて検討していただきたいということを申し上げましたが、小委員

会のメンバーについては、ちょっと地元の議員さんとは意見が違う訳ですけども、その理

由につきましては、先般のこの協議会でも申し上げたとおりだと思っておりますので、議

員さん以外の方でこの小委員会をつくっていただきたいというようなことを私は思ってお

ります。 

私が先ほど聞いた、別にということはどういうふうになりますか。 

○議長 はい、それも含めて検討させていただきたいと思いますが、やはりそれぞれ別々

の意見が出ますと、ここで決定をするというわけにまいらないと、そんなふうに思いま

す。できれば、一度事務局の方で検討させていただいて、委員さんを挙げて指名すること

になりましたら是非とも協力いただきたいと、そんなことも思いますが、皆さん、よろし

ゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 それでは、事務局の方で検討しながら、任期も定数も別々に協議する、しないと

いうことを含めまして、それと委員さんの人選の場合にお願いをいたしました方々、また

ご協力をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員 今日は、継続審議ということで切っていい訳ですか。 

○議長 小委員会をつくる、そのつくり方によって一応事務局の方で検討させてほしい。

そして、委員につきましては、またお願いをした際には、その委員の中の皆さんに協力い

ただきたいと、こういうことで今お諮りをいたしました。継続といいますか、その前に小

委員会をまずつくってほしいということでございましたので、それと定数と、そうしたも

のも一応含めまして事務局で協議をさせてもらって、それから小委員会を構成して協議を

願うと、こういう順序です。よろしゅうございますか。 

                  暫時後 

○委員 今の説明の中では、どうもちょっとわかりにくいところがあるんですけども、小

委員会のメンバーを構成するのを事務局にお任せするという形としていいんですね。 

○議長 そうです。 

○委員 わかりました。それと、伊自良村の方から質問がありました１つだけを絞れとい

うようなこともありましたけども、やはりここの協議第２８号に書いてあるとおりの定数

と任期の取扱いというものを含めた小委員会をつくってほしいということです。 

○議長 それでは、ただいまの協議につきましては、小委員会をどういうメンバーでつく
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るか、これは事務局で一応検討させていただいて、そしてこの協議会の委員の皆さんの中

でご依頼するということで、よろしくお願いいたします。 

                  暫時後 

 それでは、先ほどの件につきましては、この協議会が終わって日程を調整しまして、そ

して委員の皆さんにお願いするということで、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に移ります。 

 続きまして、協議第３１号の防災関係事業の取扱いについてのご協議をお願いいたしま

す。事務局からご説明をいたします。 

○事務局長 それでは、ご説明をいたします。協議３１とナンバーが振ってあります資料

をご覧ください。座ってご説明をさせていただきます。 

 防災関係事業でございますが、まず調整方針を読ませていただきますと、地域防災計画

については、新市において速やかに策定するものとする。伊自良村及び美山町の防災行政

無線（同報系）の運用は現行のとおりとし、関係機関と協議の上、新市において速やかに

周波数の統一を図り、遠隔操作設備を市庁舎及び消防本部に整備するものとする。防災行

政無線（移動系）の運用については、当分の間は現行のとおりとし、関係機関と協議の

上、新市において速やかに３町村の周波数の統一を図るものとするとしております。 

 まず、地域防災計画でございますけれども、当該ページの一番下のところに災害対策基

本法というのがございまして、町村は必ず地域防災計画をつくりなさいという条文になっ

ておりますので、現在３町村におきましても、地震災害等を含む防災計画は持っておるん

でございますけれども、当然新市におきましても、防災は待ったなしということでござい

ますので、直ちに速やかに防災計画をつくって、住民から行政まで、これらのものが一体

となった防災に臨む体制を作っていくという方針でございます。 

 それから、防災をする場合の重要な手段といたしまして、防災行政無線というのがござ

います。次のページをご覧ください。まず、同報系でございますけれども、これは一般の

住民の方に何かがあった場合にお知らせをしておる仕組みでございます。高富町と伊自良

村、美山町はちょっとやり方が異なっておりまして、高富町の場合は有線テレビを持って

おりますので、このシステムの中で防災行政無線と同じ機能を果たしております。屋外拡

声器も持っておりますし、放送端末機を設置している世帯には声で情報が届くという形に

なっておりますので、通常の防災行政無線のシステムとはちょっと違う形をとっておりま

す。伊自良村、美山町につきましては、それぞれ屋外拡声器も持っておりますし、戸別の
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受信機も無償貸与で１世帯１台を置きまして、その都度情報が届くようになっておりま

す。ただし、先ほど調整方針の中でも申しましたように、高富町はもともと違うシステム

ですし、伊自良村と美山町の間でも周波数が異なっております。したがいまして、これを

将来的には統一していこうという方針でございますけれども、統一に当たりましては、東

海総合通信局との調整、あるいは整備工事等も必要になりますので、直ちに４月１日から

統一した形で運用するのは非常に難しいということから、遠隔操作装置の設備を市役所に

予定されておりますこの高富町役場に置くとともに消防本部にも置いて、現在と同等の連

絡体制をとろうということでございます。 

 次のページをご覧ください。移動系でございますけれども、これはハンディターミナル

とか車載型など移動できる放送設備等のことでございますけれども、これもご覧になった

らわかりますように、周波数はいずれも異なっております。したがいまして、これについ

ても最終的には統一をした上で運用したいという方針を持っておりますけれども、やはり

同じように、東海総合通信局との調整にも相当時間がかかるだろうと言われております

し、整備工事等にも相当な費用と年数がかかるんではないかというふうに見込まれており

ますので、当面は支所に基地局を置いたまま運用したいということで、当然伊自良村、美

山町にも支所が置かれまして人がおりますので、対応はできるということで、当面はこの

運用、今までの運用方式に倣った形で運用したいということでございますが、将来的には

先ほどから申しておりますように、統一に向けて準備をしていきたいということでござい

ます。以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第３１号の防災関係事業の取扱いにつ

きまして、ご質問、ご意見がございましたら発言をお願いいたします。 

              （「なし」の声あり） 

○議長 それでは、ご意見もないようでございますので、協議第３１号防災関係事業の取

扱いについては原案のとおり承認させていただくこということで、よろしゅうございます

か。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしということで、協議第３２号の地域情報化関係事業の取扱いについては

原案のとおり承認されました。 

 続きまして、協議第３２号の地域情報化関係事業の取扱いについてのご協議をお願いい
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たします。事務局から説明をいたします。 

○事務局長 それでは、ご説明をいたします。 

 協議３２と付してあります資料をご覧ください。座ってご説明させていただきます。 

 調整方針案、有線テレビ放送については、情報インフラの整備（幹線の光ファイバー

化・デジタル対応等）を図り、双方向通信に対応すると共に、当該システムを市域全域に

拡大し、新市の地域情報化を推進するものとするといたしております。 

 現在、ご承知のとおり高富町には有線テレビ放送がございます。概要はここに記してご

ざいますけれども、昨年度末でございますが、受信契約世帯数が４，９１９世帯でござい

まして、加入率が約８５．９％ということで非常に高い加入率になっております。基本的

には、町民の皆さんに対しての広報媒体、それから地域情報を流していくということで、

貴重な情報源となっております。自主放送も作成しておりまして、地域のイベントとか町

議会の一般質問等、これらも非常に皆さんの関心が高くて、地域の情報を提供するには、

非常にメリットのあるシステムになっております。もともと有線テレビといいますのは、

難視聴に対応するものでございまして、次のページをご覧いただきますと、これだけのメ

ニューの放送を提供いたしておりまして、当然町内のどこでも画質の良いテレビ放送が視

聴できるということで、画質そのものについても評価が高いと言われております。 

 地域情報化関係というところでお諮りしましたのは、高富町有線テレビは、現在、例え

ばインターネットのプロバイダー機能を果たしてはいないということで、今後地上波テレ

ビ放送のデジタル対応ということも、このままいきますと必要になってまいりますし、双

方向あるいはインターネットのプロバイダーとしての提供を考えますと、新しい市におき

ましては、有線放送テレビという媒体により情報インフラの整備、光ファイバー化やデジ

タル対応を図りながら、地域情報化を実現していってはどうか。現在高富町だけで運用さ

れておりますけれども、全市を対象に事業を拡大して、市内全域でこれらのサービスを受

けられるようにしてはどうかということで、これにつきましては相当な経費がかかるとい

うふうに見込まれますし、例えば利用料をいくらにしていいかという重大な問題もござい

ますけれども、これら事業手法につきましては今後検討する余地があるんですけれども、

基本的には新市の大きな方針といたしましては、全域でこの事業を進めていってはどうか

という提案でございます。以上です。 

○議長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説明いただきました協議の前に、先ほど協議第３１号の件で原
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案どおりということを申し上げましたが、これら防災関係事業の取扱いにつきましては原

案のとおり承認させていただくということで訂正をさせていただきます。よろしくお願い

します。 

 それでは、ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第３２号の地域情報化関係

事業の取扱いにつきまして、ご質問、ご意見がございましたら発言をお願いいたします。 

              （「なし」の声あり） 

○議長 それでは、ご意見もないようでございますので、協議第３２号の地域情報化関係

事業の取扱いについては原案のとおり承認させていただくこととしてよろしゅうございま

すか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 ありがとうございました。異議なしということで、協議第３２号の地域情報化関

係事業の取扱いについては原案のとおり承認されました。 

 続きまして、協議第３３号の国民健康保険事業の取扱いについてのご協議をお願いいた

します。事務局から説明をいたします。 

○事務局長 それでは、ご説明いたします。 

 協議第３３と付してあります資料をご覧ください。座ってご説明させていただきます。 

 調整方針案を読み上げます。 

 国民健康保険税については、合併時に統一した税率等を適用するものとする。この場

合、応益割合（均等割額、平等割額）が４５％から５５％未満となるよう調整するものと

する。平成１５年度の医療保険分については、１人当たり保険税額が７７，０００円から

７８，０００円となるよう調整するものとする。ただし、所得金額、保険給付費等の動向

により再検討する。平成１５年度の介護保険分については、１人当たり保険税額が１５，

０００円から１６，０００円となるよう調整するものとする。ただし、所得金額、介護給

付金等の動向により再検討する。国民健康保険税は、国民健康保険事業の健全で円滑な運

営を確保するための適正な負担額となるよう、最高５年間で調整するものとする。賦課方

式、軽減割合、課税限度額、賦課期日及び納期については現行のとおりとするといたして

おります。 

 ご説明をいたします。賦課方式につきましては、現在３町村とも所得割、資産割、均等

割、平等割という基本的な方式そのものは共通でございますが、税率、税額につきまして

は一覧表でご覧のとおり異なっております。したがいまして、これについては、税につい
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ては不均一課税という道も制度上は残されているんではございますけれども、新市におい

てはやはり平等性を確保したいということで、合併時に統一した税率を適用したいという

ことでございます。 

 もう一つの前提といたしまして、応益割合と申しますか、均等割額、平等割額、これに

ついては応益割合に対する考え方として、応能割合というのがございまして、これは所得

割とか資産割なんですけれども、この割合を４５から５５％にしたいと。これが大前提で

ございまして、これは何故かいうことになるんですが、国は応納割合と応益割合の割合を

ほぼ５割になるようにという指導方針でございまして、より５０％に近いところにある保

険者に限って軽減割合という、中段にあります７割軽減、５割軽減、２割軽減というのが

ありますけれども、これは所得等に応じて軽減ができるという制度なんですけれども、こ

の制度を適用してもよろしいという制度にしておりまして、この割合を外れますとこれが

適用できなくなります。これが一番住民の方にはメリットのある軽減割合でございますの

で、これを適用したいということで最低限のラインとしてこの４５から５５％は守りたい

というのが一つです。 

 １人当たり保険税額を見ていただきますと、医療保険分というのは通常の従来からの国

保の分でございます。介護保険分といいますのは、介護保険が施行されて以降、国保加入

者については介護保険の保険料は国保の方で取っていくということになっております分で

ございますが、医療保険分の１人当たり保険税額を見ていただきますと、高富町が８３，

８１６円、伊自良村が７５，４６９円、美山町が７６，２８５円、これは平成１３年度の

本算定のときの数字でございますけれども、こういう数字になっておりまして、格差がご

ざいます。したがいまして、少なくとも平成１５年度につきましては、１人当たり保険税

額が７７，０００円から７８，０００円となるように調整したいということで、より低い

ラインに抑えたいということでございます。同様に介護保険分につきましても、ご覧のと

おり格差がございますけれども、１人当たり保険税額が１５，０００円から１６，０００

円となるように調整したいということでございます。ただし書きが付いておりますけれど

も、所得金額、保険給付費等の動向により再検討するとなっておりますのは、国保はご存

知のとおり独立採算の制度でございまして、要はかかった経費ですね、わかりやすく言え

ば、医療費にかかった経費から国や県からの補助金、交付金等を除いた分を保険税で賄っ

ている、大まかに言いますとこのような制度でございまして、どうしてもかかった経費が

大きく膨れ上がってしまいますと、この１人当たり保険税額いくらというものが達成でき
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なくなる可能性もございますし、実はこれは合併とは関係なく、所得金額につきまして国

の法改正が予定されておりまして、国会で審議をされる予定になっていますが、所得金額

が見直しをされる可能性がありまして、要は率を掛ける大もとの所得金額が変わる可能性

がございます。そうなりますと、果たして今のこういうような制度を運用していいかどう

かというのは、まだ保証の限りではない。これは合併とは関係なく、国全体の制度として

そのような改正が予定されているということで、その場合には果たしてこれでいけるかど

うかというのは、再検討する余地がありますよということで、またそれはそのときに試算

をしてみたときにどうなるかということでございますので、今の段階では再検討するとい

う言い方でご容赦願いたいということでございます。したがいまして、平成１５年度につ

いて保険税額はとりあえず、低いレベルに抑えさせていただきます、ただし、何度も申し

ますが、国民健康保険は独立採算の制度でございますので、健全で円滑な運営を確保する

ための適正な負担額となるよう、最高５年間で調整すると言っておりますのは、場合によ

っては税率、税額を上げてくる可能性もありますよということで、これについてもこの時

点からお断りしておいた方がいいだろうということで加えております。 

 その他、賦課方式、軽減割合等につきましては、今３町村とも共通でございますので、

これについては現行のとおりということで、法改正等がない限り現行のとおりとしたいと

いう意味でございます。 

 次のページもあわせてご説明をしてしまいます。 

 これは給付関係、助成関係でございますが、調整方針案を読み上げます。 

 国民健康保険療養給付費一部負担金については、現行のとおりとする。出産育児一時金

については、現行のとおりとする。葬祭費については５万円とする。高額療養費支払資金

貸付事業については、高額療養費支給金額の９割相当額まで貸し付けを行うものとする。

成人病予防健診料助成事業については、助成額を１件につき１万円とし、年齢制限は設け

ないものとする。無受診世帯表彰にあっては、１世帯につき５，０００円相当の記念品を

進呈する。ただし、被保険者の人数加算は行わないものとするといたしております。 

 療養給付費一部負担金につきましては、これはわかりやすく言いますと、お医者さんに

かかられたときに、窓口で受給者が払われる割合なんですけれども、これは当然３町村と

も共通の割合になっておりますので、現行どおりということです。 

 出産育児一時金につきましても、３０万円ということで共通でございますので、現行の

とおりといたしております。 
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 葬祭費につきましては、高富町２万円、伊自良村５万円、美山町５万円ということにな

っておりますが、５万円という高い方に合わさせていただくということでございます。 

 貸付事業につきましても、９割、８割、９割という制度になっておりますので、これも

高い方の９割という分に合わさせていただきます。 

 成人病予防健診料の助成につきましても、５，０００円、１万円、１万円、美山につい

ては４０歳以上の負担ということになっておりますが、年齢制限のない１万円ということ

で、最も高いところに合わさせていただきます。 

 無受診世帯表彰につきましては、実は高富町については被保険者１人当たり５，０００

円、それから美山町につきましては１世帯当たり５，０００円ということになっておりま

すけれども、これについては伊自良村だけが被保険者１人につき１５，０００円というこ

とで、高い設定になっております。それから、２人目から１人増すごとに２，０００円と

いうことで、最も高いサービスとなっておるんですけれども、これについては申し訳ない

んですけれども、１世帯につき５，０００円ということで対応させていただきたいという

ことでご理解を賜りたいと思います。 

 最後のページに先進事例を付けております。逐一読み上げることはいたしませんけれど

も、国保税につきましては、その合併関係市町村の状況において、調整方針が大きく書き

ぶりが変わっておりまして、特にどれをそのまま採用しておりますということではないん

ですけれども、国保につきましては、今の時点で、将来の税率そのものを今の時点で全部

決めてしまうということは非常に困難なものですから、いずれのところも税率について

は、より一般化した書き方になっているということだけはご理解を賜りたいということで

ございます。以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第３３号の国民健康保険事業の取扱い

につきまして、ご質問、ご意見がございましたら発言をお願いいたします。 

○委員 今、事務局からのご説明で大体納得できるわけですけども、国民健康保険税につ

いては一般の住民も非常に興味のあるところだと思うわけですが、いわゆる応益と応能の

割合、国としては限りなく５０％にすべきだという考えがある。それに基づいて４５から

５０という、いわゆるプラス・マイナス５％の範囲内で設定をするということで承知をい

たしました。平成１４年度の３町村のそれぞれの割合というものは、この４５から５５の

範囲にあるのか、あるいはこれを前後しておるのかという、もしわかればお答えをいただ
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きたいと思います。 

○事務局長 お答えいたします。 

 ３町村ともこの範囲内にございます。といいますのは、軽減割合のところをご覧いただ

きますと、３町村とも７割軽減、５割軽減、２割軽減ということになっておりまして、こ

の範囲内にないと、この設定ができないということでございまして、少なくとも３町村と

もこの範囲内にしておるということは、現在のところこの範囲内にあるということでござ

います。 

                  暫時後 

○委員 無受診世帯の表彰につきましてご説明あった訳なんですけれど、高富町さん、美

山町さんは５，０００円に設定されておると、見方によると非常に高い数字が挙がってお

るのに。ちょっと内容がどうなるのかどうかわかりませんが、山県郡の将来イメージのア

ンケート調査をしたと、最も多かったのはいわゆる保健福祉のまちというのが第１位を占

めておったということが資料としていただいておる訳なんですが、いわゆる４８．５％が

第１位であったというようなことがお知らせいただいた訳なんですが、健康づくりや子

供、お年寄りなども大切にする保健福祉のまちということになるということを考えてみる

と、無受診ということは、いわゆる医師に何もかかってないと、非常に健康で過ごされて

おるということは、１人に付きなのかあるいは１世帯なのか特に示しませんが、何らかの

形で１５，０００円に近い方法を選んでいただくことはできませんでしょうか。 

○議長 事務局からお答えをいたします。 

○事務局長 住民の方が保健福祉のまちというのを望んでいらっしゃるというのは、確か

におっしゃるとおりでございますけれども、個々のサービスといいますか、個々のものに

つきましてすべてを高いところに設定するということは、できかねる場合もございます。

当然先ほどから申しておりますように、国民健康保険というのは独立採算でやっておりま

す関係上、当然高い単価を設定してしまいますと、その分が保険税にはね返るということ

になりますので、税金が高くなるのでもよろしければ、どんどん高くしていきますとい

う、極端な話、そういうことになってしまいますし、これにつきましては近隣の状況も調

べております。参考までに申しますと、関市、武芸川町はこの無受診世帯表彰というのは

全く実施されておりません。それから、本巣町、北方町、真正町につきましてはやはり

５，０００円ということで、５，０００円の記念品ということをされております。糸貫町

においては１人世帯の場合は５年以上無受診の場合に８，０００円の記念品ということ
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で、非常に厳しい規制をかけていらっしゃいます。あと、笠松町、柳津町はちょっと違い

まして、笠松町の場合は、１人世帯の場合は３，０００円、２人世帯の場合は５，０００

円、３人以上の世帯は１２，０００円、柳津町の場合は１人世帯に５，０００円、２人以

上の世帯に１万円という制度になっております。これらの近隣の状況も考慮いたしまし

て、財政的な計画も考慮いたしまして、やはり１世帯で５，０００円といたしたいという

ことでございますので、何とかご理解賜りますようにお願いしたいということです。 

○議長 よろしいでしょうか。 

○委員 いずれにいたしましても、無受診という言葉は非常に、私も実は無受診なんてい

うことないんですが、毎月ぐらい通院したり、あるいは入院したこともございますし、そ

の都度、国民健康保険の方で大変甘え過ぎてお世話になっておるんだなあというふうに考

えるわけなんですが、あなたは何月にどこの医院あるいはどこの薬局でこれこれかかりま

したよと通知が来た場合、たくさんかかるわけなんですが、その中の２割なり３割負担す

ればいいんですが、そういったことを考えてみたときには、当然健康で無受診なんです

よ。そういう家庭に当然ながら表彰すべきです。しないとおっしゃっておりませんので、

５，０００円に何とか設定してご理解をいただけませんかという数字があった訳なんです

が、いわゆる伊自良村の３分の１なんですね、この金額にしてみると、何とか歩み寄りが

できないでしょうか。 

暫時後 

○委員 ちょっと済みません、もう一遍よろしいでしょうか。平成１３年度に伊自良村、

高富町、美山町で無受診世帯は何戸ぐらいあったのか、こんな健康な方がたくさんだか

ら、これだけ払ったら到底及ばないということならば、いいんですが。 

○議長 事務局から答えます。 

○事務局長 高富町ですと１００件、それから伊自良村が１２件、美山町が５８件でござ

います。 

○委員 今の舩戸委員さんのご要望、私も共鳴をするわけですが、何とかその中間をとっ

て１万円ぐらいのところで検討をやられるんだったらありがたいと思うということと、そ

れから表彰ということですから、表彰状に添えてこの記念品ということになる訳ですね。

あるいは、記念品だけかもわかりませんが、ここでいわゆる調整の方針として、５，００

０円相当の記念品を進呈すると、こういう明言をされるということになりますと、例えば

同じ品物でも買う方法によっては、１万円のものが５，０００円で買える場合、あるいは
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３，０００円のものでも５，０００円出さなきゃいかんというようなこともあるもんで、

無受診世帯で実際にそういった賞を受けられるお方は、私はその人の好みによって、その

５，０００円というものを十分に生かしきるには、そのお金を現金かあるいは商品券か、

そういうような形でも方法を講じるような文言にしておいたらどうかということを思うわ

けでありますけども、ご検討いただけませんでしょうか。 

○議長 この件につきまして、どれかに統一しなきゃいけないということもございますの

で、今日は継続ということで、後ほどもう一度提案させていただきますので、よろしくお

願いします。他に何かございませんか。 

                  暫時後 

 それでは意見もないようでございますので、協議第３３号国民健康保険事業の取扱いに

つきましては、先ほどの件につきました以外は原案どおり承認させていただくということ

でよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 ありがとうございました。異議なしということで、協議第３３号の国民健康保険

事業の取扱いにつきましては、無受診の件以外につきましては原案のとおり承認をされま

した。 

 続きまして、協議第３４号の保健・環境関係事業②の取扱いについてのご協議をお願い

いたします。事務局から説明をいたします。 

○事務局長 それでは、ご説明をいたします。 

 協議３４と付してあります資料をご覧ください。調整方針案を読み上げさせていただき

ます。可燃ごみの収集については、当分の間、現行のとおりとする。ただし、新市におい

ては各自治会との協議等により調整を図るものとする。不燃ごみ、粗大ごみ及び資源ごみ

の収集については、現行のとおりとする、としております。 

 可燃ごみにつきましては、現在いずれの町村もステーション方式をとっておりますが、

実は伊自良村と美山町だけは可燃収集ごみボックスを配置するような形で設置をしており

ますが、高富町はこの方式をとっておりません。町のあり方といいますか、置く場所があ

るやなしやというような部分もございまして、高富町はこの方式をとっておりませんが、

基本的には今の方式、現行のとおりとするということでございますけれども、各自治会の

方とご相談をした上で何らかのご要望があれば、まだ設置してないところにつきましても

設置することにはやぶさかではないという意味でございます。 
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 不燃ごみ、粗大ごみ及び資源ごみの収集については、現行のとおりということで、これ

は基本的には３町村、もうごみの最終処分を一部事務組合で対応してということもあって

共通でございますので、特に現行と変わることなくやらせていただきたいということでご

ざいます。 

 ごみの焼却につきましては、美山町の環境保全センターへ搬入して焼却をしておるんで

すけども、今年の１２月以降これが広域化計画の中でできなくなりまして、岐阜市へ委託

せざるを得ないという状況の中で、ただ住民の方に対しては何ら不便をおかけすることな

く、現行どおりで対応させていただきたいという調整方針案でございます。以上です。 

○議長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第３４号の保健・環境関係事業②の取

扱いにつきまして、ご質問、ご意見ございましたら発言をお願いいたします。 

              （「なし」の声あり） 

○議長 ご意見もないようでございますので、協議第３４号保健・環境関係事業②の取扱

いについては原案のとおり承認させていただくことといたしたいと思います。よろしゅう

ございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしということで、協議第３４号の保健・環境関係事業②の取扱いについて

は原案のとおり承認されました。 

 続きまして、協議第３５号の公共施設の名称等の取扱いについてのご協議をお願いいた

します。事務局から説明いたします。 

○事務局長 ご説明いたします。協議３５と付してあります資料をご覧ください。７ペー

ジにわたりますので、特にご説明必要な部分だけご説明を申し上げます。 

 公共施設の名称については現行の名称を基本とし、住民にとってわかりやすい名称とな

るように調整する。公共施設の供用時間等については現行の運営方法を基本とし、住民の

利便性に配慮するとともに、施設の利用実態に応じて統一するよう調整に努めるものとす

るといたしている調整案でございまして、公共施設につきまして、統一的に今回示さして

いただきました。 

１ページからご説明を申し上げます。 

 保育所につきましては、○○保育所といたしておりましたのを、まず保育園という形に

統一させていただきました。それから、高富町の中部保育所あるいは美山町の中央保育所
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につきましては、これは新たに市ができてしまいますと、中部、中央という言い方は非常

に難しゅうございますので、地名をとってそれぞれ富岡保育園、青波保育園ということで

統一をさせていただきました。それから、供用時間につきましては、美山町の供用時間

が、例えば西武芸保育所のところをご覧いただきますと、西武芸保育園に変わりますが、

平日は７時４５分から１８時ということになっておりますが、高富町、伊自良村と統一を

図るという趣旨もございまして、７時半から１９時ということで長くなります。土曜日に

つきましても、開所時間は７時半ということにいたしております。そのほかの美山町にあ

る保育園につきましても同様でございます。 

 下段、その他の福祉施設でございますけれども、高富町児童館としておりますのは高富

児童館といたします。子どもげんきはうすにつきましては、○○市子どもげんきはうすと

いたします。高富町と伊自良村にございます母子健康センターにつきましては、福祉施設

を有効活用したいということで、用途を変更する予定でございまして、これは現在県等と

協議を重ねております。高富町役場の隣にございます保健福祉ふれあいセンターにつきま

しては、○○市保健福祉ふれあいセンターといたします。高富町総合福祉センターについ

ては、新市においては廃止いたします。３町村にあります老人福祉センターにつきまして

は、それぞれ高富町、伊自良村、美山町という町村をとりまして、高富、伊自良、美山老

人福祉センターといたします。美山町在宅介護支援センター、それからデイサービスセン

ターにつきましては、管理運営方法を変更したいということを備考欄に書いてございます

けれども、現在町が設置運営主体となっておりますのを、第三者機関に委託という形で対

応したいということで、機能そのものは大きく変わるわけじゃないんですけれども、運営

方式等を特に変えたいということでございます。養護老人ホーム美山荘につきましては、

○○市美山荘といたします。 

 次の２ページに参ります。小・中学校でございますけれども、グラウンドの供用時間に

つきまして、伊自良南北の小学校につきましては、体育館も含めてですけども、９時から

ということにいたしたいということでございます。それから、中学校につきまして、最下

段、美山北中学校、美山南中学校につきましては、平成１５年４月１日にはもう統合され

た状態になっているということで、美山中学校となります。 

 次のページに参ります。中央公民館につきましては、それぞれ町村と入っております部

分についてはカットいたしまして、高富中央公民館、伊自良中央公民館、美山中央公民館

といたしまして、美山町におきまして、地区公民館となっております地区の部分を削らさ
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していただきます。供用時間のところをご覧いただきますと、新市では９時から１７時と

なっておりまして、館長が認める場合は２２時までという書き方になっておりまして、高

富町に合わせるという形になっておりますけども、現行の運用方式を変えるつもりはござ

いませんが、あくまでも１７時で閉めるんだけれども、当然事前に予約があって、その日

の夜にお使いになるということがわかっておる訳でございますので、その場合は認める場

合ということで、２２時までは供用していただくということで、もし夜予定が入っていな

い場合には１７時で閉めさせていただきたいということで、使っていただいている方式に

はそれほど影響しないというふうに思っております。 

 その他の社会教育施設でございますけども、美山町コミュニティセンター、青波地区に

あるものでございますけども、これは平成１４年度中に廃止予定というふうに伺っており

ます。それから、北武芸郷土研修室につきましては、次のページにも出てまいりますけ

ど、北武芸の運動場、北武芸の体育館とともにみやまジョイフル倶楽部という形で名称変

更をいたします。伊自良村の図書館、美術館、歴史民俗資料館につきましては、村という

部分を外していただきます。 

 次のページに参ります。体育館、グラウンドにつきましては、町民と入っておるものを

消させていただくと、それから高富町の総合運動場につきましては、○○市総合運動場と

いたします。伊自良村総合運動公園につきましては、伊自良総合運動公園といたします。

伊自良のドームにつきましても、同様でございます。それから、美山の総合運動場につき

ましても、美山総合運動場とさせていただきます。みやまジョイフル倶楽部については、

先程と同じ説明でございます。 

 次に参ります。 

 高富町農業研修センターにつきましては、平成１４年度中に用途を変更するように伺っ

ております。美山町の構造改善センター、生活改善センター、山村開発センターにつきま

しては、美山町という町の部分をカットして、それから供用時間につきましても、先ほど

の公民館と同じように９時から１７時までといたしますが、ご利用の予定があれば２２時

まで使っていただいて構いませんということでございます。 

 次のページでございます。公園でございますが、名称変更がございます。高富町のサン

グリーン児童公園につきましては、星ヶ丘児童公園といたしますし、伊自良村のフラワー

パークすいげんにつきましては、村という部分を消させていただきます。それから、道の

駅いじらにつきましては上願ポケットパーク、美山町桔梗公園につきましては美山桔梗公



- 26 - 

園ということにさせていただきます。供用時間等については、基本的には自由に使ってい

ただきますので、何も変わりはありません。 

 最後のページでございます。伊自良村の青少年の森遊水施設につきましては、遊水広場

にいたしたいということでございます。グリーンプラザみやま、あいの森山の家につきま

しては、美山町という部分を消させていただくということでございます。山県郡環境保全

センターにつきましては、○○市クリーンセンター、有線テレビにつきましては○○市有

線テレビといたします。それから、消防本部につきましても、○○市消防本部、消防署に

つきましては○○市南消防署、北消防署というふうにいたしたいということでございま

す。以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。ただいま事務局の方から説明いたしました協議第３５

号の公共施設の名称等の取扱いにつきまして、ご質問、ご意見がありましたら発言をお願

いいたします。 

                  暫時後 

 ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長 それではご意見もないようでございますので、協議第３５号公共施設の名称等の

取扱いについては原案のとおり承認さしていただくということでよろしゅうございます

か。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしということで、協議第３５号の公共施設の名称等の取扱いについては原

案のとおり承認されました。 

 続きましては、先ほどの協議第２２号の（仮称）新市まちづくり計画についてのご協議

をお願いいたします。 

 これについて事務局から説明をいたします。 

○事務局長 それでは、協議第２２となっております、別冊になっておると思うんですけ

ど、まちづくり計画の素案をご覧ください。 

 これについては、誠に申し訳なかったんですけども、お配りした後で誤りが何点か見受

けられまして、ご訂正を口頭ですると紛らわしいものですから、正誤表という形でＡ４の

１枚紙のものをお手元に配付させていただきましたので、ご理解賜りますようにお願いを

いたします。誠に申し訳ありませんでした。 
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 それでは、ご説明をいたします。 

 まちづくり計画につきましては、前回まちづくり構想といたしまして、まちづくりの基

本方針まで、基本理念、それから基本方針、５つの柱ですね、ここまでが前回までご協議

を申し上げまして、概ね認めていただきました。今回は１９ページ以降、具体的にどんな

施策をやっていくのかにつきまして、施策は列挙してございます。 

 始めに、お断り申し上げておきますけれども、これにつきましては県とも並行的に協議

を進めておりますし、各町村とも協議を進めまして、鋭意事業の絞り込み等を行っておる

ところでございますけれども、まだまだ合併協定をするまでには多少、最終固めていくと

いうところまでには若干の追加、訂正等が入る可能性もございますので、今回ご説明申し

上げまして、もしご了解いただけたとしても、その後また新しい事業が入ってくるという

ことも十分考えられますので、ご了解を賜りたいと思います。 

 それでは、１９ページ以降、簡単にご説明を申し上げます。 

 まちづくりの主要施策の５本柱に沿って、５つの柱に沿って主要施策を張り付けてござ

います。健やかで安らかまちづくりという１本目の柱につきましては、まず保健・医療に

つきましては、岐北総合病院を中心に連絡体制を密にするということ。それから、福祉機

能につきましては、従前から福祉サービスについては、より高いサービスを提供したいと

いうことを言っておりますけれども、そのほかに既存施設の有効活用も図りながら、ある

いは民間団体等も十分に一緒に働きながら福祉の充実を図りたいということでございま

す。特に、シルバー人材センターにつきましては、高齢者の生きがい対策としても有効な

ものですから支援をしていきたいということです。まるごと福祉健康村拠点施設整備事業

につきましては、引き続き推進するという立場でございます。高齢者福祉につきまして

は、これも先ほど申しましたように、福祉サービスにつきましては前回ご協議をお願いし

ておりますし、在宅介護を推進するために、新市に組織として基幹型在宅介護支援センタ

ーというものを設置いたしますし、美山地域の交通が非常に不便でございますので、北部

デイサービスセンターというものを新たに設置したい。この名称は仮称でございますけど

も、設置したいということでございます。障害者福祉につきましては、現在進めておりま

す相談体制の強化、それから在宅福祉対策の充実、自立支援等は引き続き進めたい。それ

から、公共施設を始めとするところでユニバーサルデザインのまちづくりも推進したいと

いうことでございます。子育て支援につきまして、乳幼児医療助成については、前回協議

していただきましたけれども、一番高いところにサービスの設定をいたしておりますし、
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保育所についても機能強化を図りたいということでございます。それから、児童厚生施設

につきましては、現在高富町に現在２カ所ということでございますので、全市域において

も適正配置をしていきたいということで、これについても検討を進めたいということでご

ざいます。現在高富町で実施しておりますコミュニティママ子育てサポート事業につきま

しても、新市全域を対象に実施したいということでございます。 

安全・防災につきましては、今日ご協議いただいてご理解いただいたと思いますけれ

ども、地域防災計画をつくるとともに、自主防災組織の育成、それから防災行政無線の整

備、それからその他、防災・防犯施設についても計画的な整備を図りたいということでご

ざいます。それから、県事業が主体になりますけれども、河川、砂防、急傾斜崩壊対策事

業についても積極的に進めていただきたいということでございます。 

 ここまでが主に取り組む方針について書いてございます。その下に施策項目あるいは主

要事業という形で、今まで触れてきましたような事業を始めとする代表的な事業、もちろ

ん先程から申しておりますように、現在調整中のものもございますので、これ以外は一切

やらないのかというふうにとられますと、ちょっと辛いんですけれども、現在俎上に上が

っておるものはこういうものがありますよということでご理解いただきたいと思いますけ

れども、このような事業を進めて参りたいということでございます。 

 次のページに参ります。２２ページです。便利で快適なまちづくりでございます。 

 まず第１は、山県郡での大きな課題でございます。幹線道路網の整備促進でございま

す。国道、主要地方道、県道等の幹線道路網の改良整備を行うことは従来どおり進めて参

ります。基本的に道路交通を円滑に推進するとともに、特に岐阜・美山線が開通いたしま

すと、市内が環状道路で結ばれるということになります。東海環状自動車道につきまして

は、国事業でございますけども、この整備促進を働きかける。特に、仮称でございます

が、高富インターチェンジの早期開設を目指したいということです。幹線道路網を整備す

ることによってインターチェンジへのアクセスにも資するということになります。当然、

幹線道路に関連するアクセス道路、それから地域間の連絡道路についても計画的に進めて

参りたいということでございます。また、１市町村１施設ということで進めておられます

道の駅についても整備について検討いたします。公共交通機関の機能充実でございますけ

れども、これも従前協議会でご説明申し上げましてご承知いただいたとおり、自主運行バ

スについては拡充をいたします。料金体系についても利用しやすい料金体系といたしま

す。路線バスにつきましても、自主運行バスとの連携を考えながら調整を図って参りたい
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ということでございます。上下水道につきましては、現在伊自良村と美山町においては簡

易水道の統合化が進められておりますけれども、これに限らず、上水道についても施設整

備を進めていきたい。それから、下水道につきましては、計画どおり公共下水道の計画が

入っているところについては実施したい、下水道がまだ未整備のところについては、早急

に整備計画を策定し着手していきたいということでございます。良好な定住環境の整備と

いうことで、宅地、住宅の整備も進めたい。それから土地区画整理事業、それから基盤整

備ということで、道路、公園等の公共施設整備あるいは生活環境整備等によって暮らしや

すいまちづくりをいたします。５番目の情報通信基盤の整備につきましては、今日ご説明

申し上げてご理解賜ったということでございます。 

 行政サービスの向上につきましては、行政の情報化を始めとして、施設整備によって行

政サービスの向上を図りたいということでございます。同じように施策項目、主要事業を

掲げてございます。県事業につきましては、県との調整を図っておる最中でございますの

で、変わる可能性はございます。まちづくり計画には、県事業も載せた上で、県との協議

を進めるという仕組みになっておりますので、県との協議を進めながら順次書いていくと

いうことになりまして、基本的には県からのご意見をお聞きしながら書いておりますけれ

ども、まだ変わる余地はございます。 

 ２５ページでございます。豊かで美しい自然を守るまちづくりでございます。森林の整

備と活用ということで、特に美山地域を中心とするところは、山や森をきちんと守ってい

くということが非常に必要でございますので、基本的には林業経営に対する支援を通じて

計画的に保護育成したいということです。それから、特に間伐事業については、災害対策

ということもございますので、積極的に推進したいということです。それから、自然との

共生に配慮しつつという前提付きでございますけれども、山や森をレクリエーション、安

らぎと憩いの場として活用するように計画的に整備をしたいということです。水環境の保

全につきましては、森林の保全を図るということが実祭に水源涵養機能を高めるというこ

とになりますし、下水道整備によっては河川環境が良くなるということもございますの

で、これは再掲ということになりますけれども、そういうことも図ってまいります。循環

型社会の構築ということで、新市において環境基本計画の策定等もいたしながら、まず率

先して取り組みたいということで、国際環境管理規格であるＩＳＯ１４００１の取得を庁

舎、本庁舎において目指したいということでございます。その他、減量化、再資源化を進

めるための事業もやっていきたいということでございますし、新エネルギーへの対策とい
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うことで、太陽光発電などの新エネルギーの導入も進めたいということでございます。 

 ２７ページでございます。活力あふれる産業のまちづくりでございますが、まずは地場

産業の振興でございまして、まず農林業の振興を図るために、後継者の確保とか高度化・

低コスト化を進めていきたい。従前どおりの方針でございます。それから、森林保全につ

いても、先程から申し上げておりますように支援をしたい、あるいは中小企業につきまし

ても、商工会活動を支援するとともに小口融資等による金融的な対策もしてまいりたいと

いうことで、活性化を促進したいということでございます。新たな産業立地の推進という

ことでインターチェンジができますので、こういった利点を活用しまして新たな産業立地

を促進したいということです。それから、美山地域におきましては、県営産業団地の誘致

を推進したいということで関連事業を進めてまいります。 

 交流拠点の整備ということで都市近郊であるという利点がございますので、レクリエー

ション施設の整備もしながら、たくさんの人が新しい市に集まって活力が生まれるように

したいということで、特にインターチェンジ周辺についてはにぎわいの交流拠点、例えば

広域交流の拠点ということで計画的に拠点整備を進めて参りたいということでございま

す。 

 ２９ページでございます。豊かな心と文化を育むまちづくりでございます。教育環境の

整備ということで、まず新市の教育振興について総合的な取り組みをするということで、

教育委員会に組織でございますが、総合教育研究所を設けたいということでございます。

そこにおいて教員の研修をして研究を進めたいということでございます。そのほか、良好

な教育環境を確保するために、地域の状況に応じて校舎の建築や改築などの学校施設の整

備をしていきたい。それから、通学手段、通学が困難なところに対しては通学手段の確保

も考えたいということでございます。それから、高度情報化社会に対応した人材を育成す

るためということで、高速通信網を整備するとともに、パソコンの配備についても更に増

強したいということでございます。生涯学習・スポーツの振興につきましては、やはり基

本的には施設整備を図るとともに、ソフト的な事業も充実してまいりたい。ひいては関連

団体等の活動、それから支援・育成に努めたいということでございます。それから、情報

化ということもございますので、情報提供も充実して参りたいということでございます。

地域文化の振興につきましては、新たな文化をつくり出すということのほかに、従前の文

化を守っていくという姿勢、この両方の姿勢を進めて参りたい。それから、伊自良地域に

おいて、現在建設中の文化の里の整備についても継続的に進めるということでございま
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す。それから、その他国際交流の推進も進めて参りたいということでございます。 

 ３１ページには、今の５本の柱ごとの対応すべきものの再掲でございますけれども、重

点プロジェクトという形で掲げてございますし、最終ページでは新市における岐阜県事業

の推進という形で、これはこれから岐阜県との調整もございますけれども、岐阜県事業を

列挙してございます。 

 こんなような形で、まちづくり計画の主要施策部分について今回提案をさせていただき

ました。 

 このほか、新市建設計画には公共施設の整理統合、それから財政計画についても記載す

る必要がございますので、これは現在も作業中でございますので、次回の協議会には何と

かご提案できるのではないかというふうに思っております。以上でございます。 

○議長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第２２号の（仮称）新市まちづくり計

画について、ご質問、ご意見がございましたら発言をお願いいたします。 

                  暫時後 

 ございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長 ご意見もないようでございますので、新市のまちづくり計画につきましては、引

き続き継続協議にしたいと思いますが、よろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしということで、協議第２２号の（仮称）新市まちづくり計画については

継続協議といたします。 

 次に、確認事項といたしまして、次回の協議会開催日程でございますが、通常どおり７

月１日の月曜日ということでお諮りしたいと思います。また、開催時間につきましては本

日と同様、午後１時３０分からということで、ご異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 それでは、次回は７月１日月曜日の午後１時３０分からと決定いたします。 

 皆様には大変お忙しいところ、それぞれにご都合もあろうかと存じますが、万障繰り合

わせてご参加いただきますようお願いを申し上げます。また、詳しい内容等につきまして

は、追って事務局より改めてご案内させていただく予定でございますので、よろしくお願

いをいたします。次回の会議における協議事項等につきましては、事務局の方から説明さ
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せていただきます。 

○事務局長 次回でございますけれども、既にご承知のことと思いますけども、だんだん

協議事項自体が絞られてまいりまして、今日継続協議となっております３件、新市の名

称、それから議会議員の定数等の取扱いは当然のことながら引き続き協議していただきた

いと思っております。そのほかに、まだ提案しておりませんのが、一般職、特別職の職員

の身分の取扱いのほか、組織機構の関係、行政組織機構の関係はあえて一番最後に提案し

たいということで、今回まで提案してございませんでしたけども、次回は提案したい。そ

れから、まちづくり計画につきましても、財政計画とあわせたもの、最終版という形にな

りますけれども、これをご提案申し上げたいというふうに思っております。新市の名称に

つきましては、先程基本的に今回のものについては、特にご意見なかったということでご

ざいますけれども、何らかの絞り込みのご意見を賜ればというふうに思っておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長 それでは次に、レジュメに従いまして、５のその他でございますが、何かござい

ませんか。 

                  暫時後 

 それでは、特にご意見もないようでございますので、以上で本日の議題はすべて終了い

たしました。 

 会議進行のご協力に対しまして感謝を申し上げ、本日の合併協議会を閉じさせていただ

きます。誠にありがとうございました。 

              午後３時０７分 閉会 


